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無爵｝鳥か？　星か？」
　拝啓　天界の「鳥か星かア」の現象を小生も月面槻察中に数回見てゐます．
これについて，小生も多分鳥だらうと思ってゐます．直畳的に三品に見たこと
が一一度あります．しかし二三や鳥の大きさを10三位とすれば，角度で10秒位に
見えるときは，高さ四千米位のところを飛んでみる’ことになり，一寸常識で
は考へられません．叉，鳥ならば必ずしも一直線に鳥んで行くとは限らないの
に，この現象の「黒黒占」が必ず直線的に飛んで行くのは不思議です．流星と考
へるにはスピ1ドが逓すぎます．流星なら月面を横切るに要する時間は10分の
1秒位なものでせう．
　此の現象は常に日渡後間もない頃に見てゐます．眞夜中に見たことは一度も
ありません．本陽観測中にも度々見てみる人があります．
　右御知らせ致します．敬具
　　（一一月19日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ1トピや生）
国訴について
　前略　兼て製作中の16，6乱反射自作二二儀が，この度，ほf完成致しました．
同封の爲二二笑覧下さV・．集黒占距離は三々長く1550mmで鏡は故中村二二研磨
の中村鏡です．近き將來には赤道儀式に改造する豫定です．　フ。インダはロ穫
31二色浩15Xで，二野も明るく大回廣う御座居ます．主鏡の接眼鏡は種・々取
替へ4mm，6mmオルソコピツク，9mm，12．5mモノセン1・リク，15mm，18mm
ハイゲンス，　20mmミッテンツM　25mm，30mmケルナ1で，近々直覗分光器も
出來る積りですが，各種取まぜeyepieceが9個附属してゐますr
　先年1941年度の火星は1939年度の射手座から山羊座にかけての低緯度大接近
に比較し，今回は位置も魚座から羊座に架けての高緯度接近期で有りました。
小生も昨夏完成の木邊鏡16cmにて火星も充分槻た積りですが，何分あの悪天
候の連績ではスケ。チも二二す，十月3日の火星二三後は天候もどうやら好韓
し快晴に恵まれましたが，・十．・肩以來Seeingがi悪化致しましたには困りまし
た．裏はあの仙蔓堀川の河水が上昇しますので6mrn以下の高倍率は無用で，
Seein9の雫均スケ1ルも6よりは上らす，最高Seein9　8．5位でした．その遼め
見取圖も1⑪0枚を少し出た位であまり．結果も詳しく有りませんでした．　火星
174 編　　輯　　後　　記 天暴251
ももう日1日と遠ざかり．次回は1943年に叉観る積りです．宥の西面には金星
木星土星が測光を放ってるますが，　木星は昨秋以來北赤道帯一帯が青色をお
び，時に赤色が彊．くなる事もありましたが，非常に複雑の様です．同封の木，
火星スケッチ充分御笑萱下さい．
　金星も大森南湿球の白冠が良く目立つ様でず。166粍鏡も今後遊星面を大い
に専用とする次第です．
　　（一月16日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保積善太郎）
編　　輯　　後　　記
　インチを棄てよ1　ドイツに習って，メ1トル法に徹底せよ，大東亜圏の指
導者たるべき我々が，英米の尺度から縁が切れないとあっては，面目無い話で
す．今後本誌上に於いては，インチやマ■ルを縄封に用ぴませぬ．又，若し原
稿中にインチやマイル等が書かれてあれば，編輯室では留れを換算して上げま
す．旛エイトケン博士の“白色の綾星”は，繹：文ですから，少々ギゴチないで
すが，しかし）．ξ界の珍星を解翻したものですから，ゆっくりと，味はぴつS
讃んで下さい．水の何千倍，乃至，何十萬倍といふ密度の持ち主である此等の
些々は，地球上の物理學者や化野者が全く了解し得ない現代の七不思議の一つ
ですが，ひとり天文學者の手によって，こうした超物理學が解かれて行くので
す．轡山本倉長の星座の研究文は，これからも蓬々出る筈です．熟全土びた
い．星座のことなどは，もはや卒業して了つたと思ってみる兵員が多いかも知
れませんが，しかし，決して早合黙してはなりません．星座には，まだまだ研
究すべき問題が澤山あるのです。この號の士長の文を見ても，例へば，星座の
邦講i名の問題などに，明快な指示が輿へられてるます．と同時に，叉，“オや々
kさうなのか？！”と思はせられる事が所々に見られます．次號には“學者の忘
れてみる星座”が連載されます．鯵丁丁氏の妙見星の記事など，他にもいろい
ろあることと思ぴます．日本内地のみならす，大東亜圏のあちらこちらから新
材料を拾ぴ出すやうな専門家も，追々現は．れて貰ぴたV・ものです．㊧ガリレオ
傳は愈々妙境に入ります．財界の奇人として，三百年の昔から殿答褒駈の渦中
に置かれてみる此のガリレオの，之れは最も嚴正公亭なる解説であります．悪
魔か，臨終か，狂人か，天才か？，盟邦イタリヤが生んだ此の名物男の正膿と
其の正しい批判を，其の死後300年の今日，静かに味はつて見ることも・興床
あるわけでず．eのガリレオの如き，波1閾の中の學者が，昭和の今・日も，伺，
どこかに見出されないでもありますまい．そして，世間は此の如き學者を，如
何に待遇しあるか？！（T）
